















求めたが，もう一人の相続人である被告 Y１と，被告 Y２（Y１の子で Aの孫）
が自筆証書遺言としては無効であっても贈与ないし死因贈与として有効である
と主張したので，原告らが訴えを変更して贈与の無効確認を求めた。
原告 X１，X２，X３は，被告 Y２に対し，原告らと被告 Y２との間で，Aが Y２
に対してなした書面による贈与は無効であることの確認を求めるとともに，平





































































































































































































































































































































































































質 問 項 目 配 点
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